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鳳中学校区 校番１１ 福山市立鳳中学校 
   

 最終更新日 ２０２６年（令和８年）４月 17日 

 

福山市立         学校 

 

児童生徒の現状 

・地域の方と接する場が多く、地域に貢 

献しようとする児童生徒が多い。 

・粘り強さに欠け、すぐに諦めてしまう 

傾向がある。 

・家庭でゲーム等をする時間が多く、家 

庭での過ごし方に課題がある。 

・いわゆる積み残しが多いため、当該学

年の学力の定着が難しい児童生徒がい

る。 

 

育成する 

資質・能力 

・知識、理解及び思考力、判断力、表現力 
・他者を理解し、関わる力 
・へこんでも立ち直る力 

めざすこども像 

(義務教育修了時の姿) 

「自己を認識し、自分の人生を選択し、表現することができる」 
・論理的に考え、他者の考えを尊重しつつ、自らの意見を主張することができる。 
・他者や集団のために、自ら考え、主体的に行動できる。 

中学校区として 
統一した取組等 

・児童生徒が自らを振り返り、自分自身の成長を実感できる授業の創造 

・自尊感情の高揚につながる「鳳クリーンプロジェクト」の推進 

・多様な価値観を認め合う集団の育成 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・地域の方に見守られながら穏やかに成長し、クラスや集団のために貢献し

てみたいと考える生徒が多い。 

・生活の中で成すべきことについて、正しい判断基準を持つ生徒が多い。 

・人間関係で悩む生徒が多く、一度こじれると修復したり、人の目を気にし

たりする生徒が多い。 

・家庭でＳＮＳやスマホを長時間使用する生徒が多い。 

 

＜授業＞ 

・他者と対話し、自分の考えを広げたり深めたりすることについて価値を見

出すことができる。 

・下学年の学習内容について積み残しをしているために、現在の学習内容を

習得できない生徒がおり、学力の二極化が見られる。 

 

育成する 

資質・能力 

知識・理解 

思考力・判断力・表現力 
他者を理解し、関わる力 粘り強く物事に取り組む力 

めざす 

こども像 

〇既習の知識と新たな情報

を比較･関連付けするなど

し、課題解決に向けた道筋

を立てることができる。 

 

〇さまざまな表現方法で、自

身の考えや思いを、自信を

持って発信できる。 

〇他者の考えや思いに傾聴

し、多様な価値観を尊重す

ることができる。 

 

 

〇協働する中で、新しい価値

観に気づいたり、互いを認

め合ったりできる。 

〇物事の解決に向けて、試行

錯誤しながら、何とかやり

切ろうと課題に向き合って

いる。 

 

〇最後まであきらめず、ひた

むきに前向きに取り組む粘

り強さがある。 

   

研究 

テーマ 
主体的に学ぶことのできる生徒の育成 

～ 生徒自身が成長を実感できる充実した振り返りを通して ～ 

内容等 
・充実した振り返り活動を行い、生徒が学びを深めることのできる授業を展開していく。 
 

・教員がめざす生徒像を具体的にイメージし、発問や展開を工夫し授業を構想する。 

めざす授業の姿 

・生徒が、充実した振り返り活動により、学びを深めることのできる授業 

（自らの学びを調整し、知識を構造化して使いこなせる生徒になることを意図した 

振り返り活動を各教科で実践） 
 
・教師が、ゴールを明確に持った授業 

（授業の中で目指す生徒の姿をイメージしながら、発問や展開を構想・実践） 

 

前年度学校運営協議会 
（学校関係者評価）の主な内容 

・コミュニティ・スクールに対する

理解 

・授業参観による児童生徒の実態把握 

・鳳中学校区の児童生徒の課題や目

標の共有化 

・地域に対する小中学校の課題に対

する協議 

 

学校教育目標 

翔び立つ 
～ひたむきに 前向きに さわやかに～ 

 

Ⅲ 自 校 

すべてのこどもたちが、自分自身の成長を実感できる学校教育の実現 めざす姿 
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年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 
◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

６ 

主体的に学ぶ

生徒の育成 

★ 

継

続

見

直 

生徒が自らの成

長を実感できる

授業・教育活動の

推進 

・各教科で振り返り
活動を工夫して行
うとともに、実践例
の交流や質向上に
係る研修を行う。 
・1教科 1研究授業
を実施する。 

・標準学力調査通過
率40%未満の生徒割
合20%以下 
・生徒アンケート「振
り返りを通して、自
分の成長を実感でき
た」の肯定的回答
80%以上 

         

２ 

生涯を通して

健康で安全な

生活を送るこ

とができる生

徒の育成 

 

継

続

見

直 

他者と協働しな

がら、自らの健康

や安全について

適切に判断・行動

できる生徒の育

成 

・生徒が「自己有用
感」を実感できるよ
う、役割や活躍の場
面を意図的に設定
する。 

・基本的な生活習慣
を整える意識を持
たせる。 

・生徒アンケート「責

任を持って自分の役

割を果たしている」

の肯定的回答が80%

以上 

         

２ 

持続可能な

学校づくり 

★ 

継

続

見

直 

教職員が本校で

勤務してよかった

と思える学校づく

り 

・組織として教育活
動に取り組む。 
・生徒の様子や授業
等について気軽に
対話するなど、学び
合い、認め合いのあ
る教職員集団をつ
くる。 

・教職員アンケート

「鳳中で仕事ができ

てよかった」の肯定

的回答が８5%以上 

         

Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価  福山市立鳳中学校 

［プロセス評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問
題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生
じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が
生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

 

［達成評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあげ
た。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあげ
た。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多かっ
た。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められな
かった。 

 

 

［総合評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
１００％以上の達成
度 

十分に目標を達成できた。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満
の達成度 

ある程度目標を達成できた。 

２ 
４０％以上６０％未満
の達成度 

あまり目標を達成できなかった。 

１ 
４０％未満の達成
度 

目標を達成できなかった。 

 

 


